
３年生の声① 

帯広市立第八中学校出身 

【主将・捕手・投手】 

このたび就職を希望する企業より内定をいた

だくことができました。 

 私は入学当初から事務職を志望しており地元

帯広で生きがいを持って働きたいと考えていま

した。私がこのように希望の進路を実現するこ

とができたのも、野球部の活動の中で様々なこ

とを学び・感じ、生活してきたからだと思いま

す。南商野球部の活動は決して楽なものではあ

りませんでしたが、素晴らしい施設や環境のも

と野球を一生懸命に頑張り、勉強面では、野球

部の勉強会をとおして、全商検定１級５種目を

取得することができました。目標としていた全

道大会出場を果たすことができずに、悔しい思

いもしましたが、これからの長い人生で活かせ

ることを学び、身につけることができたと考え

ています。 

また、主将として、監督・部長と話す機会も

多くありました。自分やチームのことで悩んだ

ときには、考える材料、解決するヒントを与え

ていただきました。自分やチームが成長するき

っかけとなりました。さらに、就職試験の際に

は、忙しい中でも熱心に面接練習の指導をして

いただきました。 

南商野球部の先輩たちは、帯広・十勝で活躍

している方が多く、様々な面で、野球部を支え

てくれています。帯広南商業高校自体も地元か

ら信頼されている学校です。就職・進学をした

先輩たちは「南商の勉強や部活動で学んだこと

は、社会に出てから活かすことができる」と話

しをしてくれました。 

私は、帯広南商業高校に入学し、野球部に入

部して３年間過ごせたことが本当に幸せだった

と感じています。『野球に一生懸命に取り組み

たい』『勉強と部活動の両立をさせたい』とい

う中学生のみなさん。ぜひ南商野球部に入り頑

張ってみませんか。 

 

 

帯広市立緑園中学校出身 

【内野手】 

私は十勝管内の農業協同組合から内定をいたた

だきました。 

私が志望した企業に内定を頂けたのも、自分

だけの力だけではなく、朝から晩まで私に関わ

ってくれ、野球の技術だけではなく勉強から進

路まで面倒をみて下さり、たくさんのアドバイ

スをしてくれた監督・部長、そして、野球部の

伝統を築いてくれた野球部ＯＢ・ＯＧの方々の

お陰だと思っています。 

また、監督は「高校野球はいつか終わる。だ

から野球だけではなく勉強もして、進路で他の

人たちに負けない武器を手に入れろ」と南商野

球部のモットーである「文武両道」を徹底して

くれました。検定やテストが近づくと、野球部

の勉強会が開かれます。オフシーズンは、野球

より勉強が中心となり、検定取得に励みます。

その甲斐あり、定期テストも良い点が取れるよ

うになり、検定では全商検定１級５種目を取得

することができました。このような経験を得ら

れ、私は南商野球部で本当によかったと思って

います。来春からは、社会人として働くわけで

すが、今まで支えてくれた方々に感謝の気持ち

を忘れず、野球部で学んだことを生かして活躍

していきたいと思っています。そして、私も今

度は支えて、守っていく立場になれるよう日々

精進していきます。 

 このように、南商野球部では進路実現を目指

しながら、野球にも一生懸命に打ち込めること

ができます。「野球を思う存分したい」「野球

と勉強の文武両道を成し遂げたい」と考えてい

る中学生のみなさん、ぜひ南商野球部へ！！ 
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